
 

山形県男女共同参画センター チェリアの情報をお伝えする「チェリア・ニュース」。             

男女共同参画に関する話題、チェリアで行う講座や事業のお知らせと報告、今後の予定や

新着図書の紹介など『チェリアの旬』を随時発行します。 
 

 

 

 

図書コーナーは男女共同参画に関する図書を中心に、人権・教育・子育て・行政資料等のテー

マ別に分けて配置しており、エッセイや絵本もあります。 

ビデオや DVD もあり、図書・ビデオ・DVD は館外貸出も行っています。 

また、貸出用ビデオ・DVD はビデオブースでの視聴も可能です。 

当センターのホームページ内『図書資料情報』から、図書情報の検索もできます。 

新刊もたくさん入荷していますので、図書コーナーをぜひご利用ください。 

【利用時間】９：００～17：00 
（休館日）月曜日、毎月第３日曜日、年末年始（12 月 29 日～1月 3 日） 

【利用方法】 ・図書、資料の閲覧は自由です。 

・ビデオ・DVD の視聴と貸出、図書の貸出は『県立図書館のカード』又は

『チェリアの利用カード』が必要です。『チェリアの利用カード』は、その

場で作成できますのでカウンターにお申込みください。 

・図書 / ４冊まで４週間貸出可能 

・ビデオ、DVD / ３本まで１週間貸出可能 

 

 

☆今号お勧めの本【新刊】        ☆今号お勧めの DVD【新刊】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チェリアの図書コーナー 

 

5月号 

201５ 

 

No.２３ 

 

山形県男女共同参画センター 

 新刊入荷！ 

【おひとりさまを生きる Part1＆2】 

～あなたは老後をどのように暮らしますか。

人生の最期を幸せに迎えるために選んだ居場

所。Part1 では老後の暮らし方を自分で選ん

だ 11 人の女性たちを、Part2 では 3 人の女

性たちを紹介しています。『おひとりさまの老

後』著者の上野千鶴子さんもご出演です。～ 

 

制作・著作/ 

ビデオ工房 

 AKAME 

 

（Part1/2009 年 Part2/2014 年） 

【タンタンタンゴはパパふたり】 

～動物園にはいろんな家族がいます。 

でもペンギンのタンゴ一家は、ロイとシロ、２

羽のパパと娘のタンゴ。他のどの家族とも違っ

ていました。セントラル動物園（アメリカ）で

の本当の出来事。～ 

文／ジャスティン・リチャードソン＆ 

ピーター・パーネル 

絵／ヘンリー・コール 

訳／尾辻かな子、 

前田和男 

ポット出版 

（２００８年４月） 

 

 



 
  

  

  

チェリアでは相談専用の電話を設置し、自分らしく、自立して生きていくうえで生じる様々

な問題を一緒に考え、解決の糸口を見つけるお手伝いをしています。相談は秘密厳守、無料で

す。一般相談、男性相談、こころの相談、法律相談を行っています。 

今号では、今年度から設置した男性相談をご紹介します。 
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今年度から『男性だけが相談できる窓口』として、専用電話窓口を設置しました。 

「山形いのちの電話」のご協力で、男性相談員が男性からの相談をお聞きします。 

【相談方法】電話 

【相 談 日】毎月第 1・第 2・第 3水曜日 

【時  間】19：00～21：00 

 

男性相談（男性ほっとライン）開設 

男性ほっとライン専用電話番号

℡ ０２３－６４６－１１８１ 

 先月、地方統一選挙が実施されました。いま、国を挙げて「女性の活躍促進」を進めて

いますので、今回の選挙にどのように反映されるか注目していた方も多かったのではない

でしょうか。 

 山形県議会議員は今回も 44 人中女性は 2 人で 4.5％でしたが県内の各市町村はいかがで

したか？日本中で最も高率だった所は神奈川県葉山町で 50％でした。今回実施された全国

全ての議員選の当選者に占める女性割合は 14.1％となり、前回（2011 年）の 12.8％に比べ

ると少しは増えたものの国が目標としている“202030（にいまるにいまるさんまる）”（指

導的立場の女性比率を 2020 年までに 30％に引き上げるという意味）にはほど遠い結果と

なりました。政党によっても差が大きく、最も少ないのは政権与党の自民党で 5.7％、最も

多かったのは共産党の 38.8％でした。（朝日新聞 5 月 3 日より）。各政党は候補者を擁立す

る際に、多様な人材が必要な時代であることを深く認識してほしいと思います。 

 折しも 4 月 13 日付山形新聞の『ニュースアラカルト』欄に、フランスの県議会議員選挙

のことが掲載されていました。3 月下旬に行われた各地の県議会議員選挙では、男女 2 人一

組で立候補する制度を取り入れたとのことです。フランスも女性議員が少ないことに鑑み、

男女の割合を増やすために思い切った方法をとりました。当然ながら結果は 50％です。 

 これまで男性中心の選挙・政治であったために、女性が立候補するには幾重もの困難が

立ちふさがっています。女性の自発的な立候補を待っていても限界がありますので、フラ

ンスのように知恵を絞って女性が立候補しやすい環境を整えてほしいと思います。 
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